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【今年のプログラムの特徴】 

・一日目の開始が午後 1時半からなので、前泊

なしで参加できます。 

 ・８月２日昼、授業にすぐ役立つ教具展があり

ます。 

・８月２日午後の実践講座は学部別で、初任者

の研修に最適です。 

 ・８月３日夜の記念講演は、地元出身の憲法学

者・樋口陽一氏です。 

・８月３日午前・午後、テーマ別（学部別）の

実践交流分科会では、ビデオを含む最新の授業

レポートがあります。 

・８月４日午前の「サロン」では元聾学校教員

の「幼児のさんすうあそび」の報告があります。 

 

 【なぜ数教協大会に参加するのか】 

 算数数学教育の充実には、まず、教材について

の深い理解と指導法の研究が大切であり、一般の

小中高校で研究開発されてきた指導法の成果を

どん欲に学ぶことから出発したいと考えていま

す。そのため、「数学教育協議会」の全国大会や

各地の講座に、手話通訳付きで参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年の岐阜大会には、ろう学校関係者８名（内

ろう難聴者３名）が参加しました。 

 

 【手話通訳者の配置】 

 全国大会の手話通訳は、はじめは私たちの会が

独自に準備しましたが、2007 年からは、大会主

催者の側で、手話通訳者を配置していただけるよ

うになりました。しかし、配置箇所に限りがある

［概ね開会行事・記念講演のみ］ので、わたした

ちろう数研で独自に手話通訳者の派遣を依頼し

て、補うようにしています。 

 その費用を賄うために、一昨年度から 2012 年

度から 2016 年度までの５年間、｢ろう学校数学教

育研究会賛助会員｣をろう学校教員、数学教育協

議会会員など、関係者に呼びかけることにしまし

た。呼びかけの文書を会報に掲載しましたので、

ぜひ、ご協力ください。 

 

 ◎手話通訳を必要とする方は、７月５日までに、

ろう数研・矢沢までメールでご連絡ください。⇒

yazawa@msg.biglobe.ne.jp 

  【ろう学校数学教育研究会・連絡先】 

8 月 2 日(日)～4 日(火) 

第 63 回数学教育協議会全国研究大会［みちのく仙台大会］ 

に参加しよう 
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  〒334-0052 川口市安行出羽４－５－１４ 

矢沢国光 

  電話０４８－２９４－６０４６［FAX 兼用］ 

  携帯 ０９０－６０３５－４６８６   

ｅメール yazawa@msg.biglobe.ne.jp 

【第 63 回数学教育協議会全国大会内容】 

1.日 時  2015 年 8 月 2 日 (日)～4 日 (火) 

2.会 場  東北高校小松島キ ャンパス  

（仙台市青葉区小松島 4－3－1） 

 

 

 

 

 

 

●「かけ算からわり算へ」でよいか？ 

 かけ算よりわり算のほうがむずかしい。だから

〈かけ算→わり算〉になるのは、あたりまえのこ

とだ。私もこう思っていました。しかし３年間保

育園の年長児クラスで「さんすうあそび」をして

みると、〈かけ算→わり算〉でよいのか、という

疑問を持つようになりました。それは、一口で言

えば、幼児の体験として先に出てくるのは「わり

算」であって、「かけ算」はほとんど出てこない、

出てくるとしてもかなり後だ、ということです。 

 

たとえば、５名のグループで「ドミノたおし」

のあそびをするとき、保育士がかごに入れたドミ

ノをグループに与えて「みんなで分けて」と言い

ます。子どもたちは、われさきに、ドミノをとり

ます。そこで「しんちゃんは多い、ゆうかさんは

少ない。みんな同じになるように分けてね」と言

って、図の①のようにならべさせて、多い・少な

いを調べます。子どもたちはあれこれやっている

うちに、②のように「同じ」になります。「同じ

に分ける」ことができたのです。 

※開会行事・記念講演は東京エレクトロンホール

宮城 (旧県民会館)大ホール 

3.主 催  数学教育協議会 

4.記念講演  

「70 回 目の 8 月 15 日 を前に憲法を考える」 

  樋□ 陽一 さん (憲法学者・ 宮城県仙台市出身) 

5．大会実行委員のホームページ 

http://www004.upp.so-net.ne.jp/ozawami/63taik

ai-2.pdf 

 

 

 

 

 

 

［写真：１人１人で（並行あそび）ドミノたおし

を十分やってから、③のように、グループ全体で

（集団あそび）「渦巻き」をつくって遊びました］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「分ける」からわり算・かけ算へ 
幼児の「さんすうあそび」から考える 

                                               矢沢国光（元都立聾学校教員） 

 

 

①どうしたら、同じ数ずつになるかな 

 

②同じになった 
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「分ける」体験は､幼児のあそびや日常生活にひ

んぱんに出てきます。おやつを分けるとき、ボウ

リング大会の準備でペットボトルにビー玉を入

れるとき、トランプあそびでカードを配るとき…。 

 こうした「分ける」体験の中には「まちまちに

分ける」ことがゆるされる場合もありますが、「同

じ（個数になるよう）に分ける」（ことを目指す）

場合のほうが多いでしょう。「同じ個数になるよ

うに分ける」のは、「わりざん」です。 

 もちろん、子どもは、わり算の「計算」をして

「同じに分け」ているわけではありません。「同

じに分ける」方法としては、「順番に１個ずつ配

る」（トランプ配り）もあれば、ドミノたおしで

紹介したように「一列に並べて同じ長さになるよ

うに均（なら）す」もあります。「計算」（筆算、

計算機）でわり算をするのではなく、手の操作で

のわり算です。そして重要なことは、この「手の

操作によるわり算」は、数がわからなくてもわり

算ができる、ということです。 

 

小４（？）の「平均」の授業に「コップの水の

量をならす」というのがあります。１グループ３

－４名の子どもたちに紙コップを渡して適当に

（まちまちに）水を注ぎ、コップの水を（グルー

プ内の子ども相互間で）移してどこまで正確に

「ならす」ことができるか（重さを量って調べる）

をグループ対抗で競うゲームです。ここでは「水

の量」といった連続量をあつかっており、しかも、

はじめにコップに注がれた水の量を量ることな

く（未測量）、手の操作だけで「同じに分ける」

ことをしています。こうした「未測量・連続量の

わり算」も、手の操作でやれば、幼児にもできま

す。 

 

これにたいして「かけ算」の体験はどうでしょ

うか。おみせやさんごっこで「１箱４個入りのケ

ーキを５箱ください、という注文が来た、ケーキ

を何個作ればよいだろうか」は「かけ算」（4×５）

になります。「同じ個数のもの（かたまり）がい

くつかあるとき（必要になるとき）、ぜんぶの個

数を求める」のは「かけ算」です。これもタイル

のような補助の道具を使えば、幼児にもできます

（後述）。できますが、「わり算」にくらべるとや

や面倒な操作になります。 

 

幼児にとっては、「同じに分ける」（わり算）の

方が「同じもののいくつ分を求める」（かけ算）

よりも先に来る体験です。また、わり算・かけ算

で大切な「まちまちではなく、同じ個数ずつ」を

操作によって認知するのは、「分ける」体験をと

おしてだと考えられます。だから、「かけ算から

わり算へ」よりも「わり算からかけ算へ」のほう

が、子どもの操作体験を通しての認知的発達に合

っているように思います。 

 

●「同じに分ける」からわり算へ 

 幼児の「わり算・かけ算」は、「同じに分ける」

体験ですが、数教協で広く使われている「かけ・

わりマシーン」を使えば、この体験を算数の「わ

り算・かけ算」に結びつけることができます。 

 

 

②みんで渦巻きを作る 
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わり算・かけ算を使う問題１ 

お母さんがケーキを 9個作ってくれました。 

子どもが 4人います。どのように分けますか？ 

 

 

 

わり算・かけ算を使う問題２ 

お父さんが 目玉焼きを作っています。 

 たまごが 9 個あります。 

 何人分できますか？          

※１人分には、たまごを 2 個使います。 

 

 

 

 

 

わり算・かけ算を使う問題３ 

お姉さんがクッキーを焼きます。家族が４人います。 

ひとり５こずつ分けたいです。 

ぜんぶで何こ焼けばよいですか？ 
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【写真のかけ・わりマシーンの説明】５×５までの操作

ができます。わり算・かけ算の導入には、５以下の数で

十分だからです。「いくつ分」のところは、「１人分」の

箱（子どもの顔の絵がついている）を人数分だけ挿入で

きるようになっています。使用タイルは 22.5 ミリ角。 

 

●授業でどうする？ 

 現行の算数科は、「かけ算からわり算へ」になって

います。 

 教科書を見ると、小２でかけ算を導入しています。

かけ算の計算は、小２でかけ算九九を学習し、小３

上で（２位数または３位数）×１位数を学習し、それが

終わるとわり算の導入になります。ここでのわり算は

（２位数または１位数）÷１位数、つまり「九九」の範囲

でできるわり算です。かけ算の計算はこのあと小３下

で（２位数または３位数）×２位数を学習し、整数のか

け算はこれで終了。わり算の計算は、小４で「÷１位

数」「÷２位数」を学習します。整数のかけ算・わり算

の学習は小４で終了、というかたちになっています。 

 

 ところがろう学校小学部の授業を見ると、小３でわ

り算にはいらない「下学年対応」のグループをよく見

かけます。「かけ算九九を未だおぼえていないか

ら」とか「九九はおぼえたが２位数×１位数の計

算ができないから」といった理由からです。つま

り「かけ算の計算（筆算）ができないとわり算に
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ははいれな
、、、、、

い」と思い込んでいる
、、、、、、、、、、

のです。 

 わり算・かけ算にとって大切なことは、わり

算・かけ算の計算方法に習熟することではなく、

わり算・かけ算の意味がわかることです。 

 意味がわかるとは、実際の問題を解く「数学的

手段として使える」ということです。 

 わり算・かけ算を「数学的手段として使える」

とはどういうことでしょうか。それは、一口で言

えば、「かけ・わりマシーン」を使って問題を解

くことができる、ということです。 

 かけ・わりマシーンが使えれば、その操作をわ

り算・かけ算の式にかえることは、容易です。 

 

 重複学級の子どもの中には、個数をかぞえたり、

かけ算九九はできるのにわり算には入れない（入

らない）子どもがたくさんいます。こうした子ど

もたちには、つぎの方法でわり算・かけ算が無理

なく・楽しく学習できると思います： 

 （１）わり算・かけ算の原点である「同じに分

ける」体験を［同じでない、まちまちに分ける体

験と合わせて］、さまざまな素材・場面でたくさ

ん体験する 

 （２）かけ・わりマシーンを使って課題を解く 
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 （３）かけ・わりマシーンの操作をわり算・か

け算の式に換える 

   

 もし、２位数以上の大きな数や小数をあつかう

なら、立式のあとの計算ができなくても、電卓で 

 

 

 

 

 

（１）はじめに 

 本校数学科では，「教具の開発とその効果的な

活用・提示の仕方」を研究テーマとし，「見て」

「触れて」「考える」ことが可能な教材・教具の

活用に重点をおいた授業実践を進めている。 

研究をはじめるにあたり，本校中学部・高等部

の全生徒を対象に，学習意欲の調査を行った（表

１）。調査の結果を６つのパターンに分類し，学

年毎に比較してみると，「数学は嫌いではないが，

学年があがるにつれて難しく感じる」という傾向

が見られた。またこの調査から，「教具が工夫さ

れているとき」に生徒自身の意欲が高まることが

わかり，教材・教具の蓄積と活用事例を積み重ね

ることが必要であると考えた。 

（２）研究の目的 

 ２次関数は生徒たちにとって苦手意識が強く，

学習に対して消極的な面が見られるが，体験的な

活動を取り入れることで学習への興味・関心が高

まることがわかっている。これを踏まえて，本実

践研究では２次関数の導入場面において自分た

ちで測定し，それをもとに計算する実験を取り入

れることにした。この実験の目的は，①ペットボ

トルに入った水の高さとその水が排出される時

間との間に２次関数の関係があることを知る。②

計算で求めた予測値と実際に測定した実験値が

ピッタリになるという関数の効果を実感する。こ 

やればよいことです。立式→電卓で得た「答え」

がじっさいにぴったり合うことを目の当たりに

すれば、「わり算・かけ算の威力」を実感するは

ずです。 

 

 

 

 

 

 

【学習意欲の調査】 

数学の勉強について   

（ア）すき      きらい 

（イ）やさしい    むずかしい 

（ウ）よく勉強する  あまり勉強しない 

それぞれについて，どちらかを〇でかこみなさ

い。「どちらでもない」と思われるもの 

でもよく考えて，それに近い方を〇でかこんでく

ださい。 

数学の勉強が好きですか（〇✕），易しいで

すか（〇✕），勉強しますか（〇✕） 

 ・完全型（〇〇〇）  ・努力型（〇✕〇，✕✕

〇）  ・軽視型（〇〇✕，✕〇✕） 

 ・興味型（〇✕✕）   ・反発型（✕〇

〇）      ・放棄型（✕✕✕） 

表１ 「学習意欲調査」（千葉県総合教育センター研究

紀要 69 集【A 表】） 

 

れにより，数学を学ぶ楽しさを感じられるように

計画した。 

（３）研究の方法 

 ペットボトルに色のついた水を準備し，高さ

20cm の場合について水がすべて排出されるまで

の時間を測定し，高さが 10cm のときには時間は

何秒必要か考えさせる（図１）。予想した値と実

際に測定した値が異なる場合は，異なった原因に

２次関数 ～ペットボトルの実験を通して～ 

千葉県立千葉聾学校 高等部  半沢 康至 

 

 

 

 


